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(57)【要約】
【課題】クロストークを低減する。
【解決手段】本実施形態の液晶表示装置は、複数の走査
信号線と、各走査信号線に互いに交差した複数のデータ
信号線と、対応する走査信号線の走査信号が導通を指示
した場合に、対応するデータ信号線と画素電極とを接続
するスイッチング素子をそれぞれが含み、各走査信号線
と各データ信号線との組み合わせに対応して設けられた
複数の画素と、液晶層を介して、各画素電極に対向する
位置に配置されている共通電極と、各画素の表示データ
に基づき、各データ信号線への出力信号を生成するデー
タ信号線駆動部と、共通電極の第１領域の電位と所定の
基準電位との偏差に応じて第１領域に印加する第１共通
電極信号を生成する第１共通電極駆動部と、共通電極の
第１領域と異なる第２領域の電位と基準電位との偏差に
応じて第２領域に印加する第２共通電極信号を生成する
第２共通電極駆動部とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の走査信号線と、
　前記各走査信号線に互いに交差した複数のデータ信号線と、
　対応する前記走査信号線の走査信号が導通を指示した場合に、対応する前記データ信号
線と画素電極とを接続するスイッチング素子をそれぞれが含み、前記各走査信号線と各デ
ータ信号線との組み合わせに対応して設けられた複数の画素と、
　液晶層を介して、前記各画素電極に対向する位置に配置されている共通電極と、
　前記各画素の表示データに基づき、前記各データ信号線への出力信号を生成するデータ
信号線駆動部と、
　前記共通電極の第１領域の電位と所定の基準電位との偏差に応じて前記第１領域に印加
する第１共通電極信号を生成する第１共通電極駆動部と、
　前記共通電極の前記第１領域と異なる第２領域の電位と前記基準電位との偏差に応じて
前記第２領域に印加する第２共通電極信号を生成する第２共通電極駆動部と
　を備える液晶表示装置。
【請求項２】
　前記第１領域が、前記各走査信号線の走査方向と直角に前記共通電極の略左半分の領域
に対応するものであり、
　前記第２領域が、前記各走査信号線の走査方向と直角に前記共通電極の略右半分の領域
に対応するものである
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電極の第１領域の電位が、前記第１領域の複数個所の各電位に対応し、
　前記共通電極の第２領域の電位が、前記第２領域の複数個所の各電位に対応する
　請求項１または２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　複数の走査信号線と、
　前記各走査信号線に互いに交差した複数のデータ信号線と、
　対応する前記走査信号線の走査信号が導通を指示した場合に、対応する前記データ信号
線と画素電極とを接続するスイッチング素子をそれぞれが含み、前記各走査信号線と各デ
ータ信号線との組み合わせに対応して設けられた複数の画素と、
　液晶層を介して、前記各画素電極に対向する位置に配置されている共通電極と、
　前記各画素の表示データに基づき、前記各データ信号線への出力信号を生成するデータ
信号線駆動部と、
　前記共通電極の第１領域の電位と所定の基準電位との偏差に応じて前記第１領域に印加
する第１共通電極信号を生成する第１共通電極駆動部と、
　前記共通電極の前記第１領域と異なる第２領域の電位と前記基準電位との偏差に応じて
前記第２領域に印加する第２共通電極信号を生成する第２共通電極駆動部と
　を備える液晶表示装置において、
　前記第１共通電極駆動部と前記第２共通電極駆動部によって、前記共通電極の電位を制
御するとともに、
　前記データ信号線駆動部によって、前記各画素の表示データに基づいて前記出力信号を
生成することで、前記各画素に前記表示データを表示させる
　表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置および表示方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ；液晶ディスプレイ）の高解
像度化が進む中で、液晶の充電期間（１Ｈ期間）が短くなっており、例えば図５に示すよ
うに、クロストークが視認されやすくなるという課題がある。図５はクロストークの一例
を示す模式図である。図５において、表示面２０は、中間調の画像を表示する領域２０ａ
～２０ｄと、明部あるいは暗部からなるキラーパターンを表示する領域２０ｅを含む。Ｌ
ＣＤにおいては、クロストークが発生することで、例えば、破線で示すように、領域２０
ａと領域２０ｂの境目、領域２０ｂと領域２０ｃの境目、領域２０ａと領域２０ｄの境目
、および領域２０ｄと領域２０ｃの境目が視認される場合がある。
【０００３】
　ＬＣＤにおいて、負荷が大きな表示パターンを表示させると、例えば図６に示すように
共通電極の電位（以下、共通電極電位ともいう）Ｖｃｏｍが変動する。充電期間（１Ｈ期
間）中に共通電極電位Ｖｃｏｍの値が、元（“０”）に戻れば表示に影響をあたえないが
、元に戻らない場合は、クロストークが視認される。共通電極電位Ｖｃｏｍの変動が充電
期間（１Ｈ期間）中に戻らない場合は、Ｖｃｏｍフィードバック回路を設けることで対策
が可能である（例えば、特許文献１）。Ｖｃｏｍフィードバック回路は、反転増幅回路で
あり、出力と反転入力間に接続された抵抗Ｒ１と反転入力に接続された入力抵抗Ｒ２の定
数によって増幅度が決まり、クロストークが視認されないように抵抗定数が決定される。
ここで、Ｖｃｏｍフィードバックの増幅を大きくしすぎると、逆にクロストークに悪影響
を与えることになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－３１６３６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述したように、ＬＣＤの高解像度化が進む中で、液晶の充電期間（１Ｈ期間）が短く
なっており、クロストークが視認されやすくなるという課題がある。
【０００６】
　また、高解像度化や大画面化が進む中で、Ｖｃｏｍフィードバック回路が１つしか無い
場合は、全表示領域において、部分領域毎に、負荷に応じたＶｃｏｍフィードバックがで
きない。このため、クロストークに悪影響がでる場合があるという課題がある。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、クロストークを軽減することができ
る液晶表示装置および表示方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するため、本発明の一態様は、複数の走査信号線と、前記各走査信号線
に互いに交差した複数のデータ信号線と、対応する前記走査信号線の走査信号が導通を指
示した場合に、対応する前記データ信号線と画素電極とを接続するスイッチング素子をそ
れぞれが含み、前記各走査信号線と各データ信号線との組み合わせに対応して設けられた
複数の画素と、液晶層を介して、前記各画素電極に対向する位置に配置されている共通電
極と、前記各画素の表示データに基づき、前記各データ信号線への出力信号を生成するデ
ータ信号線駆動部と、前記共通電極の第１領域の電位と所定の基準電位との偏差に応じて
前記第１領域に印加する第１共通電極信号を生成する第１共通電極駆動部と、前記共通電
極の前記第１領域と異なる第２領域の電位と前記基準電位との偏差に応じて前記第２領域
に印加する第２共通電極信号を生成する第２共通電極駆動部とを備える液晶表示装置であ
る。
【０００９】
　また、本発明の一態様は、上記液晶表示装置であって、前記第１領域が、前記各走査信
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号線の走査方向と直角に前記共通電極の略左半分の領域に対応するものであり、前記第２
領域が、前記各走査信号線の走査方向と直角に前記共通電極の略右半分の領域に対応する
ものである。
【００１０】
　また、本発明の一態様は、上記液晶表示装置であって、前記共通電極の第１領域の電位
が、前記第１領域の複数個所の各電位に対応し、前記共通電極の第２領域の電位が、前記
第２領域の複数個所の各電位に対応する。
【００１１】
　また、本発明の一態様は、複数の走査信号線と、前記各走査信号線に互いに交差した複
数のデータ信号線と、対応する前記走査信号線の走査信号が導通を指示した場合に、対応
する前記データ信号線と画素電極とを接続するスイッチング素子をそれぞれが含み、前記
各走査信号線と各データ信号線との組み合わせに対応して設けられた複数の画素と、液晶
層を介して、前記各画素電極に対向する位置に配置されている共通電極と、前記各画素の
表示データに基づき、前記各データ信号線への出力信号を生成するデータ信号線駆動部と
、前記共通電極の第１領域の電位と所定の基準電位との偏差に応じて前記第１領域に印加
する第１共通電極信号を生成する第１共通電極駆動部と、前記共通電極の前記第１領域と
異なる第２領域の電位と前記基準電位との偏差に応じて前記第２領域に印加する第２共通
電極信号を生成する第２共通電極駆動部とを備える液晶表示装置において、前記第１共通
電極駆動部と前記第２共通電極駆動部によって、前記共通電極の電位を制御するとともに
、前記データ信号線駆動部によって、前記各画素の表示データに基づいて前記出力信号を
生成することで、前記各画素に前記表示データを表示させる表示方法である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、領域毎に共通電極に印加する各電位を制御することができるので、領
域毎に電位を最適化しやすくなり、クロストークを軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態に係る液晶モジュールの構成例を示す模式図である。
【図２】図１に示す液晶パネル２の構成例を示す模式図である。
【図３】図１に示す液晶モジュール１の動作例を説明するための説明図である。
【図４】図２に示す液晶パネル２の変形例を示す模式図である。
【図５】ＬＣＤにおけるクロストークの一例を示す模式図である。
【図６】ＬＣＤにおける共通電極の電位の変化の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について説明する。図１は、本発明の一実施形
態に係る液晶モジュール１の構成例を示す模式図である。図２は、図１に示す液晶パネル
２の構成例を示す模式図である。図１と図２において、同一または対応する構成には同一
の符号を用いている。
【００１５】
　なお、本願において、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）は、“液晶”の、電圧をかけると分
子の並び方が変わる性質を利用した表示装置のことであり、液晶表示装置ともいう。また
、ＬＣＤは、液晶パネル、液晶モジュール、液晶ディスプレイ装置等の総称である。また
、液晶パネルは、ＬＣＤの画像表示部分であり、例えば表示面から順に積層された、偏光
板、カラーフィルタ基板、配向膜に囲まれた液晶層、アレイ基板、偏光板、バックライト
等をから構成される。ここで、カラーフィルタ基板は、カラーフィルタ、共通電極等を有
する。アレイ基板は、配線、複数のスイッチング素子、複数の画素（サブ画素）を構成す
る複数の画素電極等を有する。また、液晶モジュールは、液晶パネルと液晶パネルの駆動
回路（駆動回路基板）を組み合わせた装置である。
【００１６】
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　図１に示すように、本実施形態に係る液晶モジュール１は、液晶パネル２と、駆動回路
基板３を備える。駆動回路基板３は、共通電極駆動部３１と、走査信号線駆動回路３２と
、データ信号線駆動回路３３（データ信号線駆動部）を備える。共通電極駆動部３１は、
ＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１と、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２
を備える。
【００１７】
　液晶パネル２は、アクティブマトリクス型の液晶パネルであり、図２に示すように、複
数の（ｍ本の）走査信号線ＧＬ１、ＧＬ２、…、ＧＬｍと、複数の（ｎ本の）データ信号
線ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、…、ＳＬｎと、複数（ｍ×ｎ）の画素Ｐと、太線で示した共
通電極２１と、共通電極電位検出線２２および２３と、抵抗２４および２５を備える。以
下では、ｍ本の走査信号線ＧＬ１、ＧＬ２、…、ＧＬｍを総称して走査信号線ＧＬともい
う。また、ｎ本のデータ信号線ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、…、ＳＬｎを総称してデータ信
号線ＳＬともいう。ここで、各データ信号線ＳＬは、各走査信号線ＧＬに互いに交差して
設けられている。各画素Ｐは、各走査信号線ＧＬと各データ信号線ＳＬとの組み合わせに
対応して設けられている。
【００１８】
　各画素Ｐは、電界効果トランジスタ（スイッチング素子）ＳＷ（以下、トランジスタＳ
Ｗという）を備える。トランジスタＳＷのゲートは、各走査信号線ＧＬのいずれかへ接続
されている。トランジスタＳＷのソースは、各データ信号線ＳＬのいずれかに接続されて
いる。トランジスタＳＷのドレインは、画素電極ＴＳに接続されている。画素電極ＴＳに
は、液晶容量ＣＬの一端と補助容量ＣＳの一端が接続されている。液晶容量ＣＬの他端と
補助容量ＣＳの他端は共通電極２１に接続されている。ここで、液晶容量ＣＬと補助容量
ＣＳは、画素容量ＣＰを構成する。なお、補助容量ＣＳは、省略される場合がある。また
、補助容量の他端は、共通電極２１とは異なる配線で引き出される場合がある。
【００１９】
　各画素Ｐにおいて、対応する走査信号線ＧＬが選択されると、トランジスタＳＷが導通
し、データ信号線ＳＬの印加電位と共通電極２１への印加電位Ｖｃｏｍとの差（電圧）に
応じた電荷が、画素容量ＣＰに蓄積される。一方、当該走査信号線ＧＬの選択期間が終了
して、トランジスタＳＷが遮断されている間、画素容量ＣＰは、遮断時の電圧を保持し続
ける。ここで、液晶の透過率あるいは反射率は、液晶容量ＣＬに印加される電圧によって
変化する。したがって、走査信号線ＧＬを選択し、データ信号線ＳＬへ表示データに応じ
た電圧を印加すれば、当該画素Ｐの表示状態を、表示データに合わせて変化させることが
できる。なお、トランジスタＳＷは、対応する走査信号線ＧＬの走査信号が導通を指示し
た場合に、対応するデータ信号線ＳＬと画素電極ＴＳとを接続する。
【００２０】
　共通電極２１は、平面状の１つの電極であり、図示していない液晶層を介して、各画素
電極ＴＳに対向する位置に配置されている。共通電極電位検出線２２は、一端が共通電極
２１における鎖線で囲んで示す第１領域２ａに対応する所定の箇所に接続され、他端が入
力端子３１１ｎに接続されている。共通電極電位検出線２３は、一端が共通電極２１にお
ける鎖線で囲んで示す第２領域２ｂに対応する所定の箇所に接続され、他端が入力端子３
１２ｎに接続されている。ここで、第１領域２ａは、図１に示すように、各走査信号線Ｇ
Ｌの走査方向（図に向かって上下方向）と直角に（図に向かって水平方向に）共通電極２
１の略左半分の領域に対応する。また、図１に示すように、第２領域２ｂは、各走査信号
線ＧＬの走査方向と直角に共通電極２１の略右半分の領域に対応する。
【００２１】
　なお、第１領域２ａと第２領域２ｂは、１つの共通電極２１上の２つの仮想的な範囲に
対応する。共通電極２１は第１領域２ａと第２領域２ｂに分割されてはいない。共通電極
２１には面内抵抗があるため、第１領域２ａで検出される電位と第２領域２ｂで検出され
る電位には差が発生する。また、第１領域２ａと第２領域２ｂに異なる電圧を印加するこ
とで、第１領域２ａの電圧と第２領域２ｂの電圧を異ならせることができる。なお、第１
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領域２ａと第２領域２ｂは、連続していなくてもよい。例えば、第１領域２ａが共通電極
２１の左側端部近傍の一部の領域に対応し、第２領域２ｂが右側端部近傍の一部の領域に
対応するものであってもよい。
【００２２】
　走査信号線駆動回路３２は、順次、走査信号線ＧＬを走査して、所定の走査信号を出力
する。データ信号線駆動回路３３は、走査信号線駆動回路３２が所定の走査信号を出力す
ることで選択した各画素Ｐに対して、各画素Ｐの表示データに応じた各データ信号を出力
する。
【００２３】
　液晶パネル２では、走査信号線駆動回路３２が、ある走査信号線ＧＬを選択すると、当
該走査信号線ＧＬに接続された各画素Ｐにおいて、各トランジスタＳＷが導通して、各画
素電極ＴＳと、それぞれに対応するデータ信号線ＳＬとを接続する。一方、データ信号線
駆動回路３３は、所定の映像信号に基づいて、上記各画素Ｐへの表示データをデータ信号
線ＳＬに出力する。各画素Ｐの画素容量ＣＰには各データ信号線ＳＬの出力と共通電極２
１の電位Ｖｃｏｍとの電位差に応じた電荷が蓄積される。また、選択されていない走査信
号線ＧＬに接続された画素Ｐでは、トランジスタＳＷが遮断されており、画素容量ＣＰの
電荷が保持される。液晶素子は、印加電圧に応じて透過率が変化する。したがって、各走
査信号線ＧＬを順次選択しながら、各走査信号線ＧＬの選択期間中に、各画素Ｐに表示デ
ータを書き込むことで、液晶パネル２は、映像信号に応じた画像を表示する。
【００２４】
　一方、図１に示すＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１は、演算増幅器３１１１と
、抵抗３１１２と、抵抗３１１３を備える。演算増幅器３１１１の反転入力は抵抗３１１
２の一端と抵抗３１１３の一端に接続されている。抵抗３１１２の他端はＶＣＯＭフィー
ドバック回路（１）３１１の入力端子３１１ｎに接続されている。抵抗３１１３の他端は
演算増幅器３１１１の出力とＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１の出力端子３１１
ｏに接続されている。演算増幅器３１１１の非反転入力はＶＣＯＭフィードバック回路（
１）３１１の入力端子３１１ｐに接続されている。この場合、抵抗３１１２の抵抗値はＲ
２、抵抗３１１３の抵抗値はＲ１である。入力端子３１１ｐには所定の基準電位ＶＲＥＦ
が印加される。この基準電位ＶＲＥＦは、共通電極２１の電位の目標値に対応する。入力
端子３１１ｎは共通電極電位検出線２２に接続されている。出力端子３１１ｏは図２に示
す抵抗２４の一端に接続されている。
【００２５】
　以上の構成によって、ＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１は、基準電位ＶＲＥＦ
と共通電極電位検出線２２の電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（１）の偏差に応じて、偏差が小さくな
るように、出力端子３１１ｏから出力する出力信号の電位Ｖｃｏｍ（１）を変化させる。
偏差の大きさに対する出力信号の大きさの比である増幅度は、抵抗値Ｒ２と抵抗値Ｒ１の
比の値で決定される。すなわち、ＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１（第１共通電
極駆動部）は、共通電極２１の第１領域２ａに対応する電位ＶＣＯＭ　ＦＢ（１）と所定
の基準電位ＶＲＥＦとの偏差に応じて第１領域２ａに印加する電位Ｖｏｍ（１）の出力信
号（第１共通電極信号）を生成して出力する。
【００２６】
　また、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２は、演算増幅器３１２１と、抵抗３１
２２と、抵抗３１２３を備える。演算増幅器３１２１の反転入力は抵抗３１２２の一端と
抵抗３１２３の一端に接続されている。抵抗３１２２の他端はＶＣＯＭフィードバック回
路（２）３１２の入力端子３１２ｎに接続されている。抵抗３１２３の他端は演算増幅器
３１２１の出力とＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２の出力端子３１２ｏに接続さ
れている。演算増幅器３１２１の非反転入力はＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２
の入力端子３１２ｐに接続されている。この場合、抵抗３１２２の抵抗値はＲ２ａ、抵抗
３１２３の抵抗値はＲ１ａである。なお、抵抗値Ｒ１ａは抵抗値Ｒ１と同一であってもよ
いし、異なっていてもよい。また、抵抗値Ｒ２ａは抵抗値Ｒ２と同一であってもよいし、
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異なっていてもよい。入力端子３１２ｐには所定の基準電位ＶＲＥＦが印加される。この
基準電位ＶＲＥＦは、共通電極２１の電位の目標値に対応する。入力端子３１２ｎは共通
電極電位検出線２３に接続されている。出力端子３１２ｏは図２に示す抵抗２５の一端に
接続されている。
【００２７】
　以上の構成によって、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２は、基準電位ＶＲＥＦ
と共通電極電位検出線２３の電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（２）の偏差に応じて、偏差が小さくな
るように、出力端子３１２ｏから出力する出力信号の電位Ｖｃｏｍ（２）を変化させる。
偏差の大きさに対する出力信号の大きさの比である増幅度は、抵抗値Ｒ２ａと抵抗値Ｒ１
ａの比の値で決定される。すなわち、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２（第２共
通電極駆動部）は、共通電極２１の第２領域２ｂに対応する電位ＶＣＯＭ　ＦＢ（２）と
所定の基準電位ＶＲＥＦとの偏差に応じて第２領域２ｂに印加する電位Ｖｏｍ（２）の出
力信号（第２共通電極信号）を生成して出力する。
【００２８】
　次に、図３を参照して、図１および図２を参照して説明した液晶モジュール１の動作例
（表示例）について説明する。図３に示す例では、液晶モジュール１の第１領域２ａにキ
ラーパターンＫ１が含まれていて、第２領域２ｂにはキラーパターンが含まれていない。
なお、図３は、１フレーム期間における共通電極２１の第１領域２ａの電位Ｖｃｏｍ　Ｆ
Ｂ（１）の絶対値の変化と、共通電極２１の第２領域２ｂの電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（２）の
絶対値の変化の例を模式的に示す。この場合、図３に示すように、共通電極２１の第１領
域２ａの電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（１）の絶対値は比較的大きく変化するのに対して、共通電
極２１の第２領域２ｂの電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（２）の絶対値は比較的小さく変化する。こ
れに対し、ＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１は、電位ＶＣＯＭ　ＦＢ（１）と基
準電位ＶＲＥＦとの偏差に応じて電位Ｖｏｍ（１）の出力信号を生成して第１領域２ａに
印加する。また、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２は、電位ＶＣＯＭ　ＦＢ（２
）と基準電位ＶＲＥＦとの偏差に応じて電位Ｖｏｍ（２）の出力信号を生成して第２領域
２ｂに印加する。すなわち、本実施形態では、液晶パネル２の左右で別々に、Ｖｃｏｍフ
ィードバック回路（１）３１１とＶｃｏｍフィードバック回路（２）３１２による共通電
極２１の電位Ｖｏｍのフィードバック制御が行われる。したがって、この構成によれば、
表示位置ごとに最適なＶｃｏｍフィードバックをかけることが可能となり、クロストーク
を軽減することができる。
【００２９】
　次に、図４を参照して、図２に示す液晶パネル２の変形例について説明する。図４にお
いて、図２に示す構成と同一または対応する構成には同一の符号を用いて説明を適宜省略
する。
【００３０】
　図４に示す液晶パネル２００は、図２に示す液晶パネル２と比較して次の点が異なる。
すなわち、図２に示す液晶パネル２では、共通電極電位検出線２２が入力端子３１１ｎと
共通電極２１に直接接続されている。これに対して、図４に示す液晶パネル２００では、
共通電極電位検出線２２がボルテージフォロア回路４１を介して入力端子３１１ｎに接続
されるとともに、複数の抵抗２２１、抵抗２２２、抵抗２２３等を介して、共通電極２１
の第１領域２ａの複数個所に接続されている。また、液晶パネル２００では、共通電極電
位検出線２３がボルテージフォロア回路４２を介して入力端子３１２ｎに接続されるとと
もに、複数の抵抗２３１、抵抗２３２、抵抗２３３等を介して、共通電極２１の第２領域
２ｂの複数個所に接続されている。例えば、複数の抵抗２２１、抵抗２２２、抵抗２２３
等が同一抵抗値である場合、ボルテージフォロア回路４１は、複数の抵抗２２１、抵抗２
２２、抵抗２２３等が接続された共通電極２１の第１領域２ａの複数箇所の電位を平均化
して電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（１）として出力する。また、例えば、複数の抵抗２３１、抵抗
２３２、抵抗２３３等が同一抵抗値である場合、ボルテージフォロア回路４２は、複数の
抵抗２３１、抵抗２３２、抵抗２３３等が接続された共通電極２１の第２領域２ｂの複数
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箇所の電位を平均化して電位Ｖｃｏｍ　ＦＢ（２）として出力する。
【００３１】
　図４に示す液晶パネル２００によれば、共通電極２１の第１領域２ａに複数個所の電位
に応じて、第１領域２ａに印加する電位Ｖｃｏｍ（１）を制御することができる。また、
共通電極２１の第２領域２ｂに複数個所の電位に応じて、第２領域２ｂに印加する電位Ｖ
ｃｏｍ（２）を制御することができる。
【００３２】
　以上のように、本発明の実施形態および変形例によれば、液晶モジュール１の駆動回路
基板３に複数のＶｃｏｍフィードバック回路が設けられている。したがって、本実施形態
によれば、液晶パネル２の表示エリア毎に共通電極の電位を最適に設定とすることが可能
となり、表示エリア全面でクロストークが視認されにくくなる。
【００３３】
　なお、上記説明では、本発明の実施形態を液晶モジュールとする場合を示したが、例え
ば、本発明の実施形態は、上記実施形態の液晶モジュールを搭載したノート型パーソナル
コンピュータとしたり、上記実施形態の液晶モジュールを搭載したモニタとしたりするこ
とができる。
【００３４】
　また、上記実施形態では、液晶パネル２を２つの領域に区分して共通電極のフィードバ
ック制御を領域毎に行うこととしたが、領域数は２個に限定されず、３以上の複数個とす
ることができる。その場合、３以上の複数個のＶｃｏｍフィードバック回路を設ける。
【００３５】
　また、上記実施形態では、ＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１の出力を１個の抵
抗２４を介して共通電極２１に印加しているが、例えば、ＶＣＯＭフィードバック回路（
１）３１１の出力端子３１１ｏに複数個の抵抗を接続し、それらの抵抗を介して共通電極
２１の第１領域２ａの複数個所にＶＣＯＭフィードバック回路（１）３１１の出力を印加
してもよい。同様に、ＶＣＯＭフィードバック回路（２）３１２の出力端子３１２ｏに複
数個の抵抗を接続し、それらの抵抗を介して共通電極２１の第２領域２ｂの複数個所にＶ
ＣＯＭフィードバック回路（２）３１２の出力を印加してもよい。また、共通電極２１の
電位の検出箇所は液晶パネル２の左右の端部に限らず、例えば上下の端部を検出箇所とし
たり、端部以外の箇所を検出箇所としたりしてもよい。
【００３６】
　なお、各画素Ｐの駆動の仕方は、コモン対称法であってもよいし、コモン反転法であっ
てもよい。
【００３７】
　以上、この発明の実施形態を図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこの実施
形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【００３８】
１　液晶モジュール
２　液晶パネル
３　駆動回路基板
２１　共通電極
３１　共通電極駆動部
３２　走査信号線駆動回路
３３　データ信号線駆動回路（データ信号線駆動部）
３１１　ＶＣＯＭフィードバック回路（１）
３１２　ＶＣＯＭフィードバック回路（２）
Ｐ　画素
ＳＷ　電界効果トランジスタ
ＧＬ１、ＧＬ２、…、ＧＬｍ　走査信号線
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ＳＬ１、ＳＬ２、ＳＬ３、…、ＳＬｎ　データ信号線
ＴＳ　画素電極

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】
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